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第
二
六
回
大
会
を
参
加
二

六
名
を
得
て
し
ま
し
た
。
三

重
国
体
開
催
計
画
改
良
工
事

の
た
め
数
年
間
使
用
出
来
な

い
状
態
で
し
た
が
芝
生
も
成

長
し
、
今
回
か
ら
四
日
市
市

中
央
緑
地
芝
広
場
に
於
い
て

開
催
出
来
ま
し
た
。

好
天
気
の
中
、
素
晴
ら

し
い
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

掲
載
内
容
に
は
今
後
の
活
動
予
定
が
含
ま
れ
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
を
受
け
予
定
の
変
更
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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光
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藤
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岡
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ソ
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菊
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菊
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キ
ン
グ
部

部

長

日
比
正
徳

副
部
長

日
比
正
徳

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

会

長

藤
本
菊
水

幹
事
長

黒
川
益
雄

趣
味
の
会

四
日
市
市
の
森

又
男
さ
ん

よ
り
頂
き
ま
し
た
！

折
り
紙
に
て
鶴
の
置
物
を
作

成
、
大
変
手
の
凝
っ
た
作
品
で
す
。

増
進
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て

い
ま
す
。

【
新
入
会
員
紹
介
】

鈴
鹿
市

令
和
五
年
一
月

山
川

隆
幸
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
会
員
訃
報
】

四
日
市
市

令
和
四
年
十
二
月

伊
藤

照
秋
さ
ん
（
八
五
歳
）

令
和
五
年
一
月

村
田

秀
司
さ
ん
（
八
二
歳
）

令
和
五
年
二
月

堤

敏
美
さ
ん
（
八
一
歳
）

能
登

実
さ
ん
（
八
五
歳
）

令
和
五
年
三
月

上
園
健
市
郎
さ
ん
（
七
五
歳
）

山
根

武
士
さ
ん
（
八
二
歳
）

鈴
鹿
市令

和
五
年
二
月

松
山

俊
邦
さ
ん
（
八
五
歳
）

令
和
五
年
三
月

山
下

輝
夫
さ
ん
（
七
九
歳
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
各
趣
味
の
会
へ
の
参
加
者
募
集
中
‼
】

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
連
絡
は
労
働
組
合
ま
で
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令
和
五
年
の
計
画

当
部
で
は
、
何
と
か
今
年

も
活
動
で
き
そ
う
で
す
。
昨

年
の
釣
果
は
、
記
載
済
で
、

芳
し
く
な
か
っ
た
。
今
年
は
、

少
し
方
向
を
変
え
て
の
活
動

を
考
え
て
い
ま
す
。
釣
行
は

例
年
通
り
五
月
か
ら
で
、
会

員
の
高
齢
化
も
あ
り
柔
軟
な

活
動
を
と
第
二
日
曜
日
か
第

三
土
曜
日
を
予
定
、
参
加
者

数
が
少
な
く
て
も
対
処
可
能

な
活
動
が
出
来
る
方
式
で
、

月
一
回
の
釣
行
を
十
二
月
ま

で
続
け
る
計
画
で
す
。
曜
日

で
の
固
定
で
な
い
方
式
で
す
。

海
水
温
の
上
昇
で
、
魚
種

の
変
化
や
時
季
に
も
、
こ
れ

ら
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
釣

行
日
と
し
て
い
く
事
に
な
り

ま
す
。
釣
果
は
、
ど
う
な
る

か
不
明
で
す
が
・
・
？

【
友
の
会
緊
急
連
先
】

会
員
様
・
ご
家
族
様
、
連
絡
事
項

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
連
絡

先
迄
お
願
い
致
し
ま
す
。

労
働
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合
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今
年
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

種
を
、
百
粒
程
度
、
部
員
の

皆
様
に
配
布
を
し
ま
し
た
が
、

種
ま
き
は
終
え
ら
れ
ま
し
た

か
?
私
は
い
つ
も
五
月
連
休

の
晴
天
続
き
の
日
を
確
認
し

畑
に
一
粒
づ
つ
二
十
セ
ン
チ

間
隔
く
ら
い
で
直
接
ま
き
ま

す
。
芽
が
出
る
迄
、
約
一
週

間
水
を
与
え
な
い
、
こ
の
方

法
は
小
林
俊
二
さ
ん
か
ら
教

わ
っ
た
事
を
今
も
守
っ
て
実

行
し
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
百
％

出
ま
す
よ
。
成
育
を
見
守
り

な
が
ら
花
弁
が
出
来
た
時
の

消
毒
と
追
肥
。

ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
を
利
用
し

た
中
華
料
理
最
後
は
、
私
は

一
本
の
樹
で
一
個
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
収
穫
。
甘
く
食
べ

ら
れ
た
時
は
最
高
で
す
ね
。

収
穫
後
は
、
大
根
の
種
を

ま
き
ま
す
。

今
年
も
カ
ラ
オ
ケ
部
は
楽

し
く
活
動
を
す
す
め
て
お
り

ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
ク
リ

ス
マ
ス
忘
年
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
も
う
数
年
行
っ
て
お

り
、
楽
し
い
仲
間
で
す
。
又
、

二
月
二
五
日
に
バ
ス
に
て
鳥

羽
方
面
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
部
と
O
B
の
方
三

二
名
で
昼
食
宴
会
に
て
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し

く
歌
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

デ
ﾕ
エ
ッ
ト

か
ら
懐
か
し

い
歌
、
新
曲

等
、
歌
っ
て

頂
き
楽
し
い

交
流
会
で
し

た
。

囲
碁
の
面
白
さ
は
実
力
に

応
じ
て
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ

が
も
ら
え
勝
負
が
始
ま
れ
ば
、

ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
を
忘
れ

て
上
段
者
と
互
角
に
戦
え
る

こ
と
で
す
。
千
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
公
家
、
武
士
の
時

代
か
ら
、
琴
棋
書
画
と
言
わ

れ
、
趣
味
、
た
し
な
み
の
代

表
の
一
つ
に
な
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
小

学
生
の
プ
ロ
も
誕
生
し
て
世

界
的
に
も
愛
好
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
以
前
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
碁
盤
と
石
を
持
っ
て
大

学
生
に
教
え
に
行
っ
た
事
も

あ
り
ま
す
。
楽
し
い
で
す
。

深
い
で
す
。
是
非
、
囲
碁
を

始
め
て
下
さ
い
。
コ
ロ
ナ
も

沈
静
化
し
つ
つ
あ
り
、
春
の

大
会
は
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

令
和
四
年
度
活
動
の
結
果

パ
ソ
コ
ン
文
書
作
成
能
力
向

上
の
ほ
か
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実

践
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

加
え
て
ス
マ
ホ
の
基
礎
知
識

を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

五
年
度
は
毎
月
一
回
第
三

火
曜
日
の
午
後
に
例
会
を
開

催
し
て
、
①
パ
ソ
コ
ン
文
書

の
作
成
能
力
向
上

②
テ
レ

ワ
ー
ク
実
践
の
復
習

③
ス

マ
ホ
を
使
用
し
た
ラ
イ
ン
通

信
そ
の
他
を
学
習
し
ま
す
。

初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
の
方

も
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

旅
く
ら
ぶ
は
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
に
於
い
て
国
の
旅
行
支

援
を
活
用
し
、
三
度
の
バ
ス

旅
行
、
そ
し
て
他
の
団
体
に

積
極
的
に
参
加
し
こ
の
一
年

間
、
楽
し
く
過
ご
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
幹

事
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
度
も
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
募
り
、
希
望
者

が
あ
れ
ば
連
泊
も
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
も
部
員
の
皆
さ

ん
よ
り
お
声
か
け
を
し
ま
す
。

楽
し
い
旅
を
し
ま
せ
ん
か
…
。

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
幹
事
一
同
、
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
部
で
は
毎
月
第
四

月
曜
日
に
定
例
会
を
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者

が
多
く
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

で
撮
影
に
出
掛
け
る
機
会
が

少
な
く
思
う
様
に
作
品
が
撮

れ
な
い
た
め
、
今
後
奇
数
月

だ
け
の
定
例
会
開
催
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
5
月
に
は
コ

ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
久

し
振
り

に
フ
リ

ー
フ
ォ

ト
コ
ン

テ
ス
ト

及
び
近

郊
で
の

撮
影
会

を
予
定

し
て
お

り
ま
す
。

優 勝水口さん 準優勝市川さん３位樋口さん

三
月
十
九
日
ふ
る
さ
と
巡

り
・
伊
坂
ダ
ム
行
事
を
十
六

名
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

集
合
場
所
は
暁
学
園
前
駅
。

コ
ー
ス
中
に
五
分
咲
き
の
桜

が
有
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
三
年
政
府
か

ら
５
類
に
引
下
げ
と
若
干
緩

和
さ
れ
つ
つ
の
状
況
で
す
。

我
が
朗
吟
部
も
そ
れ
に
伴
い

今
年
は
全
富
士
吟
詠
大
会
・

懇
親
会
を
ソ
レ
イ
ユ
伊
豆
に

て
六
月
二
五
日
に
開
催
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
参
加

事
業
所
は
「
本
社
」
「
千

葉
」
「
川
崎
」
「
三
重
」
総

勢
十
五
名
で
す
が
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
只
各
事
業
所
共
会
員

の
逝
去
・
高
齢
化
で
存
続
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
三
三
年
第
一
回
大
会
を

「
川
崎
」
で
開
催
以
降
六
五

年
継
続
し
て
き
た
歴
史
で
は

あ
り
心
残
り
は
あ
り
ま
す
が

今
回
の
大
会
で
終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

会
当
日
に
期
待
し
つ
つ
！

菊
花
の
作
り
方

た
だ
い
ま
大
菊
の
挿
し
芽

の
作
業
中
。
挿
し
芽
の
時
期

と
鉢
の
大
き
さ
に
よ
り
三
種

類
の
菊
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

部
員
一
同
、
十
一
月
上
旬

の
菊
花
展
に
む
け
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

大菊 だるま 福助

4月

6月

7月

令
和
五
年
度
第
一
回
目
の

第
百
四
二
回
大
会
を
四
月
四

日
、
桜
の
花
は
半
分
以
散
っ

て
い
ま
し
た
が
晴
天
の
も
と

鈴
鹿
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

五
三
名
の
参
加
を
得
て
開
催

を
致
し
ま
し
た
。
成
績
は
優

勝
が
岩
間
一
義
さ
ん
、
準
優

勝
が
由
本
彰
さ
ん
、
第
三
位

が
上
平
健
さ
ん
で
し
た
。

今
年
は
こ

の
後
、
六

月
二
日
、

九
月
六
日

十
一
月
二

日
の
四
回

の
大
会
を

計
画
し
て

い
ま
す
。


